
 

 

 

 

 

  

 急に暑くなった日や、活動の初日などは特に注意が必要です！ 

 人間の体は熱い環境での作業を始めてから３～４日経たないと、体温調節が上手

になってきません。このため、急に暑くなった日や、久しぶりに暑い環境で活動し

た時には、体温調節がうまくいかず、熱中症で倒れる人が多くなっています。 

 

  こんな症状があったら熱中症を疑いましょう  

≪重症度 Ⅰ度≫   ≪重症度 Ⅱ度≫   ≪重症度 Ⅲ度≫ 

・めまい       ・頭痛        ・意識がない 

・立ちくらみ     ・吐き気       ・けいれん 

・筋肉痛       ・体がだるい     ・体温が高い 

・汗が止まらない   ・虚脱感       ・呼びかけに対し答えがおかしい 

                      ・まっすぐに歩けない、走れない 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ◇こまめに水分を摂る   ◇こまめに休憩する 

       ◇睡眠をしっかりとる   ◇体調が悪いときは作業をしない 

       ◇エアコンを活用する   ◇朝食をとる 

       ◇無理なダイエットで食事や飲み物を制限しない 

 

健康管理室だより ２０１７年７月号 号外 

平成２９年７月１９日 

ボルテックスセイグン 

健康管理室 松田 

・気温が高い 

・湿度が高い 

・風が弱い 

・急に暑くなった 

こんな日は熱中症に注意 

・体調の悪い人（下痢、二日酔いなど） 

・肥満の人 

・持病のある人（糖尿病など） 

・暑さに慣れていない人 

こんな人は特に注意 

のどが渇いたと感じる前に水分を摂取することが大切です！ 

 



 


